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木炭画用消し具（食パン・布）

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

木炭を描画材として用いたデッサンの際は、消し具とし
て、主に食パンやガーゼなどを利用し、描画部分の修正
や調整をします。
木炭は、描画により紙と擦れることで、粒子状になって
描線となります。また、木炭粒子を支持体に定着させる
成分を含まないため、描画部分は剥落しやすくなってい
ます。しかし、定着が弱いことで、布や食パンなどを使
い、描線の修正や木炭の重ね具合の微調整などができ、
繊細な表現が可能になります。そして、これらの消し具
は、支持体である木炭紙を大きく傷めることなく利用で
きます。
木炭デッサンに用いる食パンは、バターなどの油分をあ
まり含まない、一般的な角切りの食パンが適していま
す。油分を含んでいると紙面にシミを作る可能性がある
ので、使用を避けましょう。食パンは、基本的に耳以外
の白く柔らかい部分を適量取って使用します。利用法と
しては、パンを軽く練り合わせて、消しゴムのように描
線を消したり、先端の尖った形や平たく潰すなど任意の
形態にして、細部の修正や描画部分を白く抜いて描いた
り、さらに、パンを練らずに柔らかいまま描画部分を押
さえたり、撫でるなどして微妙な調子の変化をつけるな
ど、使用の工夫により様々な表現ができます。木炭デッ
サンにおいて、練り消しゴムよりも相性の良い消し具と
言われ理由は、その柔らかさから、木炭の描線を消すと
同時にパンは木炭粒子を取り込み、粉になって落ちてゆ
くため、木炭紙の肌理を荒らすことがないためです。
木炭デッサンで使用する布は、主にガーゼや綿など繊維
の柔らかいものを利用します。使用例としては、描画し
た部分を布で押さえたり撫でることで、調子の慣らしや
調整、ぼかしなどの効果を与えたり、描画部分をはたき
落すことで濃淡を変化させるなど、指や食パンなどでは
出せない淡く肌理細かな調子の表現が可能です。これら
の他に、木炭デッサンに用いる用具としては、紙を硬く
巻き鉛筆状にした擦筆（さっぴつ）と呼ばれる用具があ
り、細部の調子や濃淡の調整ができます。
取り扱いの注意として、いずれの消し具も、木炭紙を傷
めないように、力を加減して使用することが重要です。

木炭画用消し具（食パン・布）

概要

もくたんがようけしぐ（しょくぱん・ぬの）
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また、食パンは乾燥しやすいので、使用していないパン
は、ビニール袋等に入れて保管しましょう。布の汚れが
ひどい場合は、余分な木炭が画面に付着する場合がある
ので注意しましょう。
布や擦筆は画材店や文具店で、食パンは食品販売店など
で購入できます。

ま

木炭画用消し具（食パン・布）

木炭（ヤナギ）による濃淡・調子の変化

（MBM木炭紙　厚口）


